
赤
川
上
流
荒
沢
ダ
ム
・
月
山
ダ
ム
の
建
設

山
形
県
の
河
川
は
最
上
川
水
系
、
赤
川

水
系
、
荒
川
水
系
、
摩
耶
山
水
系
群
、
鳥

海
山
水
系
群
の
五
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
赤

川
水
系
は
、
灌
漑
用
の
大
鳥
池
に
発
す
る

大
鳥
川
と
月
山
、
湯
殿
山
並
び
に
朝
日
連

峰
に
発
す
る
梵
字
川
と
の
二
大
支
流
が
朝

日
村
落
合
地
内
で
合
流
し
て
赤
川
と
な
り
、

庄
内
平
野
を
北
流
し
内
川
、
青
龍
寺
川
、

大
山
川
な
ど
を
合
流
し
日
本
海
へ
注
ぐ
、

延
長
70
・
４
d
、
流
域
面
積
８
５
６
・
７

h
で
あ
る
。

赤
川
上
流
の
出
羽
三
山
（
月
山
・
湯
殿

山
・
羽
黒
山
）
は
、
古
く
か
ら
信
仰
の
山
で

有
名
で
あ
る
。
大
鳥
川
に
電
力
と
農
業
用

水
を
目
的
と
し
た
荒
沢
ダ
ム
（
１
９
５
５
年

完
成
）、
電
力
の
新
落
合
ダ
ム
（
１
９
５
８
年
）、

梵
字
川
に
電
力
の
八
久
和
ダ
ム
（
１
９
５
７

年
）
と
梵
字
川
ダ
ム
（
１
９
３
３
年
）
、
治

水
・
水
道
・
電
力
の
多
目
的
ダ
ム
月
山
ダ

ム
（
２
０
０
１
年
）
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

ダ
ム
の
書
と
し
て
、
荒
沢
ダ
ム
工
事
進

捗
と
次
第
に
水
没
し
て
い
く
村
を
捉
え
、

そ
の
村
人
た
ち
の
心
情
を
撮
っ
た
亀
井
良

生
・
佐
藤
盛
夫
写
真
集
『
湖
底
に
消
え
た

ふ
る
さ
と
荒
沢
村
』（
東
北
出
版
企
画
２
０
０

５
）、
月
山
ダ
ム
建
設
の
プ
ロ
セ
ス
を
描
い

水の文化書誌 34

《赤川の流れを追う》

た
三
戸
部
浩
子
著
『
月
山
ダ
ム
物
語

（
上
）
・
（
下
）』（
み
ち
の
く
書
房
２
０
０
０
）、

児
童
書
・
月
山
ダ
ム
と
朝
日
村
編
集
委
員

会
編
『
す
ご
い
ね
、
月
山
ダ
ム
』（
１
９
９

６
）、
ダ
ム
工
事
を
纏
め
た
東
北
建
設
協
会

編
『
月
山
ダ
ム
工
事
誌
』（
月
山
ダ
ム
工
事
事

務
所
２
０
０
２
）、
同
『
月
山
ダ
ム
写
真
集
』

（
２
０
０
２
）
が
あ
る
。

赤
川
の
堰
群

赤
川
に
お
け
る
堰
を
見
て
み
た
い
。
大

鳥
湖
か
ら
下
る
大
鳥
川
に
は
赤
川
合
流
前

に
熊
出
堰
が
あ
り
、
梵
字
川
に
は
天
保
堰

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
合
流
点
か
ら
は
左

右
岸
で
そ
れ
ぞ
れ
取
水
す
る
三
ヶ
村
堰

（
左
岸
）
、
青
龍
寺
川
（
左
岸
）
、
大
川
堰
（
右

岸
）
、
志
田
堰
（
左
岸
）
、
因
幡
堰
（
右
岸
）
、

五
ヶ
村
堰
（
左
岸
）
、
中
川
堰
（
右
岸
）
、
大

宝
寺
堰
（
左
岸
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
堰
に

よ
り
、
鶴
岡
市
は
じ
め
８
市
町
村
、
約
１

万
３
０
０
０
ha
の
水
田
に
灌
漑
し
て
い
る
。

天
保
大
川
土
地
改
良
区
編
・
発
行
『
天

保
大
川
土
地
改
良
区
史
』（
２
０
０
４
）
に
よ

れ
ば
、
当
改
良
区
は
庄
内
平
野
の
南
東
部

に
位
置
し
、
取
水
源
は
赤
川
の
上
流
朝
日

村
熊
出
地
内
の
赤
川
頭
首
工
か
ら
取
水
す

る
東
第
一
用
水
路
（
旧
大
川
堰
）
、
梵
字
川

か
ら
取
水
す
る
越
中
堰
、
さ
ら
に
朝
日
村

田
麦
俣
地
内
の
田
麦
川
か
ら
取
水
す
る
天

保
堰
の
三
水
系
か
ら
な
り
、
灌
漑
面
積
１

３
７
７
ha
を
潤
し
て
い
る
。
旧
大
川
堰
は

元
禄
６
年
よ
り
、
黒
川
・
猪
俣
新
田
の
人

た
ち
を
中
心
に
、
越
中
堰
は
元
禄
16
年
よ

り
、
朝
日
村
越
中
山
の
大
館
藤
兵
衛
元
忠

翁
に
、
天
保
堰
は
天
保
３
年
よ
り
、
大
館

藤
兵
衛
元
貞
翁
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
開か

い

鑿さ
く

さ
れ
た
。
不
毛
の
地
を
開
拓
す
る
水
路

で
あ
っ
た
が
、
断
崖
、
巨
岩
あ
り
の
地
形

の
中
で
、
一
日
１
０
０
０
人
の
出
役
で
完

成
し
た
と
い
う
。

赤
川
の
左
岸
か
ら
取
水
す
る
青
龍
寺
川

は
、
最
上
氏
の
慶
長
年
間
工
藤
掃
部

く
ど
う
か
も
ん

が
開

鑿
し
た
大
用
水
路
で
あ
る
。
そ
の
後
こ
の

川
か
ら
分
流
す
る
用
水
路
は
三
十
数
本
に

も
達
し
、
藩
政
時
代
に
お
け
る
木
村
谷
地

の
開
拓
も
明
治
時
代
に
新
形
・
小
真
木
な

ど
を
開
田
で
き
た
の
も
青
龍
寺
川
の
お
か

げ
で
あ
り
、
今
で
は
流
域
５
６
０
０
ha
に

及
ぶ
美
田
を
潤
し
て
い
る
。
青
龍
寺
川
は

赤
川
の
水
流
を
堰
き
止
め
、
江
口
水
門
か

ら
取
水
す
る
。
こ
の
水
は
西
北
に
流
れ
鶴

岡
市
の
西
端
を
滔
々
と
し
て
流
れ
る
。
青

龍
寺
川
普
通
水
利
組
合
編
・
発
行
『
青
龍

寺
川
沿
革
誌
』（
１
９
３
７
）
は
、
工
藤
掃
部

の
偉
業
、
江
口
水
門
、
新
川
青
龍
寺
川
の

流
域
の
開
田
を
捉
え
る
。
ま
た
、
佐
藤
誠

朗
・
志
村
博
康
著
『
青
龍
寺
川
史
』（
青
龍

寺
川
土
地
改
良
区
１
９
７
４
）
は
、
庄
内
藩
に

お
け
る
用
水
生
産
・
用
水
管
理
・
運
用
機

構
で
あ
る
大
堰
守
制
の
成
立
、
さ
ら
に
、

明
治
維
新
以
後
の
地
主
的
利
水
秩
序
の
形

成
過
程
、
そ
し
て
、
戦
後
の
農
地
改
革
を

経
て
、
耕
作
農
民
の
機
関
に
変
化
し
た
青

龍
寺
川
土
地
改
良
区
が
、
大
規
模
な
土
地

改
良
事
業
を
通
じ
て
、
こ
の
地
域
の
治

水
・
利
水
・
圃
場
基
盤
を
抜
本
的
に
再
編

成
し
て
い
く
過
程
を
追
求
し
て
い
る
。

右
岸
か
ら
取
水
す
る
因
幡
堰
に
つ
い
て
、

長
沼
源
作
著
『
因
幡
堰
史
』（
因
幡
堰
土
地
改

良
区
１
９
７
８
）
が
あ
る
。
慶
長
６
年
最
上

義
光
公
の
家
臣
新
関
因
幡
守
久
政
が
藤
島

城
主
に
着
任
後
、
宿
願
で
あ
っ
た
灌
漑
用

水
増
強
の
た
め
開
鑿
さ
れ
た
。
因
幡
守
は

不
運
に
も
偉
業
半
ば
に
し
て
主
家
の
改
易

に
遭
遇
し
、
堰
の
完
成
を
見
ず
に
庄
内
の
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最
も
重
要
な
赤
川
頭
首
工
の
設
置
に
つ
い

て
記
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
戦
後
荒
れ
果
て

た
国
内
の
復
興
の
一
環
と
し
て
、
既
に
述

べ
て
き
た
が
、
赤
川
の
上
流
に
、
昭
和
９

年
大
鳥
湖
（
自
然
湖
）
に
制
水
門
を
設
置
、

31
年
治
水
・
農
業
用
水
・
発
電
の
荒
沢
ダ

ム
を
は
じ
め
、
次
々
と
発
電
所
が
建
設
さ

れ
赤
川
の
渇
水
量
は
安
定
し
た
も
の
の
、

砂
礫
等
の
流
下
の
減
少
、
無
謀
と
も
い
え

る
建
設
用
砂
利
の
乱
掘
に
よ
っ
て
、
河
床

の
低
下
が
急
速
に
発
生
し
、
や
が
て
年
ご

と
の
取
水
に
支
障
を
き
た
し
、
な
お
か
つ

融
雪
時
の
出
水
に
は
災
害
を
も
た
ら
し
、

取
水
不
能
に
ま
で
進
展
し
て
き
た
。

こ
の
対
策
と
し
て
八
つ
の
取
水
口
を
上

流
朝
日
村
熊
出
地
点
に
統
合
し
て
築
造
し
、

下
流
部
用
水
を
補
給
す
る
た
め
河
川
還
元

水
を
反
復
取
水
す
る
揚
水
機
場
を
三
川
町

三
本
木
地
点
に
新
設
し
、
取
水
を
安
定
さ

せ
、
こ
れ
に
付
帯
す
る
幹
線
水
路
等
を
新

設
改
修
し
た
。
赤
川
農
業
水
利
事
業
は
昭

和
39
年
に
着
工
し
、
49
年
に
完
成
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
東
北
農
政
局
赤
川

農
業
水
利
事
業
所
編
・
発
行
『
赤
川
事
業

誌
』（
１
９
７
５
）
に
詳
細
に
論
述
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、
赤
川
頭
首
工
及
び
総
延
長
約

48
d
に
及
ぶ
幹
線
用
水
路
群
は
築
造
後
約

40
年
を
経
て
老
朽
化
が
進
み
、
そ
の
改
修

が
農
林
水
産
省
東
北
農
政
局
に
よ
り
赤
川

二
期
農
業
水
利
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
る
。

赤
川
の
治
水

赤
川
の
洪
水
の
要
因
は
融
雪
と
梅
雨
期

の
大
雨
に
大
別
さ
れ
、
主
な
る
洪
水
は
大

正
10
年
８
月
、
昭
和
15
年
７
月
、
28
年
８

月
、
44
年
８
月
、
46
年
７
月
、
53
年
６
月
。

建
設
省
東
北
地
方
建
設
局
著
『
赤
川
　
治

水
と
利
水
』（
月
山
ダ
ム
工
事
事
務
所
１
９
８
４
）

は
赤
川
の
治
水
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

論
じ
る
。
明
治
28
年
国
直
轄
事
業
で
低
水

工
事
に
着
手
し
、
同
34
年
に
完
成
。
大
正

10
年
６
月
赤
川
を
最
上
川
か
ら
分
離
す
る

た
め
の
放
水
路
開
削
工
事
に
着
手
し
、
放

水
路
工
事
は
昭
和
17
年
ま
で
継
続
さ
れ
る
。

同
28
年
最
上
川
と
赤
川
が
分
離
す
る
締
め

切
り
工
事
が
完
成
す
る
。
昭
和
31
年
に
赤

川
上
流
に
荒
沢
ダ
ム
が
完
成
し
、
大
鳥
川

の
洪
水
量
の
調
節
が
図
ら
れ
た
。
そ
の
後

赤
川
の
河
川
改
修
が
進
め
ら
れ
た
。
昭
和

44
年
８
月
の
洪
水
を
契
機
と
し
て
、
新
た

な
上
流
の
ダ
ム
建
設
が
要
請
さ
れ
、
平
成

14
年
に
田
川
郡
朝
日
村
地
点
に
総
貯
水
容

量
６
５
０
０
万
k
、
洪
水
調
節
容
量
３
８

０
０
万
k
の
月
山
ダ
ム
が
竣
工
し
た
。

以
上
、
赤
川
の
流
れ
を
追
っ
て
き
た
。

古
く
か
ら
赤
川
は
、
庄
内
平
野
の
流
域
の

人
々
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
で
も
特

別
に
重
要
な
河
川
で
あ
る
。
特
に
江
戸
期

に
於
い
て
は
、
赤
川
の
両
岸
か
ら
先
人
た

ち
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
尽
力
で
、
農
業

用
水
と
し
て
取
水
す
る
多
く
の
堰
が
設
け

ら
れ
、
多
少
の
水
争
い
は
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
こ
に
は
緊
張
し
た
関
係
の
な
か
で
、

水
を
分
か
ち
合
っ
て
き
た
精
神
の
歴
史
が

根
底
に
脈
々
と
流
れ
て
い
る
。
日
本
一
お

い
し
い
「
つ
や
姫
」
と
い
う
お
米
が
生
ま

れ
る
理
由
が
理
解
で
き
る
よ
う
だ
。

終
わ
り
に
、
京
田
川
改
修
促
進
期
成
同

盟
会
編
・
発
行
『
京
田
川
治
水
組
合
沿
革

史
』（
１
９
８
１
）、
建
設
省
東
北
地
方
建
設

局
著
『
庄
内
水
紀
行
』（
酒
田
工
事
事
務
所
１

９
９
３
）
、
岡
部
夏
雄
著
『
庄
内
淡
水
魚
探

訪
記
』（
無
明
舎
２
０
０
０
）
の
書
を
掲
げ
る
。

地
を
去
り
、
宝
永
３
年
、
時
の
大
守
酒
井

忠
真
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
因
幡
土
地

改
良
区
の
前
身
は
、
明
治
22
年
設
立
の
因

幡
堰
水
利
土
功
会
。
明
治
26
年
因
幡
堰
普

通
水
利
組
合
に
改
組
さ
れ
、
戦
後
、
昭
和

27
年
因
幡
堰
土
地
改
良
区
と
な
り
、
そ
の

間
八
十
余
年
、
一
口
水
門
（
黒
川
）
の
改
築
、

古
郡
大
樋
の
改
築
、
さ
ら
に
因
幡
場
揚
水

所
等
の
新
設
に
よ
り
、
灌
漑
用
水
施
設
の

確
保
と
生
産
力
の
増
強
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

さ
ら
に
因
幡
堰
か
ら
下
っ
た
右
岸
か
ら

取
水
す
る
中
川
堰
に
つ
い
て
は
、
長
沼
源

作
著
『
中
川
史
』（
中
川
土
地
改
良
区
１
９
８

３
）
が
あ
る
。
寛
正
元
年
中
川
堰
・
天
高

堰
と
し
て
開
鑿
さ
れ
、
元
和
元
年
最
上
氏

の
赤
川
河
道
設
定
に
よ
っ
て
取
入
口
を
含

め
用
水
路
の
大
改
修
が
な
さ
れ
、
そ
の
後

幾
度
か
の
改
築
・
改
修
が
行
な
わ
れ
た
。

箕
升
新
田
、
横
川
新
田
、
広
野
新
田
、
林

新
田
、
奥
井
新
田
等
が
開
発
さ
れ
、
現
在

３
９
０
０
ha
の
美
田
を
潤
し
て
い
る
。

八
沢
川
土
地
改
良
区
史
編
纂
委
員
会
編

『
八
沢
川
土
地
改
良
区
史
』（
八
沢
川
土
地
改
良

区
１
９
９
７
）
に
は
、
庄
内
平
野
の
南
部
の

山
々
に
発
し
、
北
流
し
て
大
戸
川
を
合
わ

せ
た
後
、
大
山
地
内
か
ら
大
山
川
と
な
っ

て
や
が
て
赤
川
に
注
ぐ
八
沢
川
か
ら
、
田

川
堰
、
清
水
堰
（
以
上
四
分
方
と
い
わ
れ
る
）
、

水
沢
堰
、
荒
堰
、
栃
屋
堰
、
友
江
堰
、
小

中
堰
（
以
上
六
分
方
と
い
う
）
、
別
に
大
明
神

堰
が
引
か
れ
て
い
る
と
あ
る
。
東
岸
は
田

川
村
宮
ノ
前
地
内
、
西
岸
は
水
沢
村
四
日

市
地
内
で
四
分
六
分
の
分
水
が
慣
行
だ
が
、

こ
の
分
水
を
め
ぐ
っ
て
、
幾
度
と
な
く
利

害
が
対
立
し
、
争
い
と
な
り
、
宝
暦
13
年

に
い
っ
た
ん
収
ま
っ
た
。

赤
川
に
お
け
る
土
地
改
良
区
の
変
遷

昭
和
24
年
土
地
改
良
法
の
制
定
に
よ
り
、

明
治
20
年
に
設
立
さ
れ
た
普
通
水
利
組
合

か
ら
土
地
改
良
区
に
組
織
替
え
が
な
さ
れ

た
。
昭
和
26
年
青
龍
寺
川
、
27
年
に
中
川
、

天
保
大
川
の
各
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ

て
半
世
紀
、
土
地
改
良
区
は
時
代
の
要
請

を
踏
ま
え
、
国
・
県
営
灌
漑
排
水
事
業
、

県
営
圃
場
整
備
事
業
、
基
幹
水
利
施
設
管

理
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
を
図
り
、
農
業
水
利
施
設
の
維
持

管
理
組
織
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
佐
藤
誠
朗
・
志
村
博
康
著
『
赤

川
史
』（
赤
川
土
地
改
良
区
連
合
１
９
６
６
）
は

赤
川
の
農
業
水
利
役
割
を
、
治
水
・
発

電
・
農
業
生
産
と
の
関
連
か
ら
追
求
し
て

い
る
。
近
年
、
農
業
者
の
減
少
、
高
齢
化

の
進
行
、
集
落
機
能
低
下
な
ど
が
続
き
、

改
め
て
土
地
改
良
区
の
機
能
の
拡
充
が
必

要
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
平
成
17
年

２
月
青
龍
寺
川
、
中
川
、
天
保
大
川
の
３

土
地
改
良
区
が
新
設
合
併
し
て
、
庄
内
赤

川
土
地
改
良
区
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
因

幡
堰
土
地
改
良
区
と
の
連
合
体
と
し
て
存

続
し
て
い
た
赤
川
土
地
改
良
区
連
合
を
平

成
18
年
９
月
に
解
散
し
、
国
営
赤
川
農
業

水
利
事
業
の
共
同
事
業
者
と
し
て
、
庄
内

赤
川
土
地
改
良
区
と
因
幡
堰
土
地
改
良
区

に
お
い
て
、
維
持
管
理
業
務
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
21
年
１
月
八
沢

川
土
地
改
良
区
を
吸
収
合
併
し
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

赤
川
頭
首
工
の
設
置

遡
る
が
、
赤
川
か
ら
の
取
水
に
と
っ
て
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